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球面K の方程式は 1)1( 222  zyx であるから 
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四面体OABCの体積は 
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三角形 ABCの面積を S とすると、 ScV
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c を固定して考えると、 S が最小になるのは、 abが最大のときである。 

)2()1(1 222 cccba  の条件下で、 abの最大値を求める。 
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kab とおくと、 ba, は 2次方程式 0)2(22  kxcckx の 2解である。実数解を持つ条件より 
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)(cf は 2c のとき最小で、 223)12(
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以上により、三角形 ABCの面積の最小値は 223  ……(答) 

このとき、 2,12  cba である。 
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